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1.組織の概要

【事業所名】 株式会社西田塗装店

【代表者氏名】 代表取締役　西田政文

【所在地】 本社・倉庫　〒781-8135 高知県高知市一宮南町1丁目2番3号

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境管理責任者氏名 高橋　泰世

連 絡 先 担 当 者 高橋　泰世

連 絡 先 TEL：088-845-4175

FAX：088-845-4012

E-mail：nishidatosouten@outlook.jp

【事業活動の内容についての簡単な記述】

建設業（主に塗装・防水の工事を行っています。）

建 設 業 許 可

許 可 番 号

許 可 年 月 日

建 設 業 の 種 類

【事業規模】

設 立 年 月 日

資 本 金 300万円

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

52,210 71,552 154,607 129,435

6 5 6 6

49.5 49.5 49.5 49.5

49.5 49.5 49.5 49.5

会 計 年 度 4月1日　～　3月31日

従業員数は、　4 月 1 日現在

高知県知事　許可（般－　1）第　9683号

令和元年6月5日から令和6年6月4日まで

塗装工事業　防水工事業

平成4年3月15日

製品生産量・出荷額（売上高）

　　（千円）

従業員数　　　　　　 （名）

事業所敷地面積　　 　（ｍ2）

事業所延べ床面積　 　（ｍ2）
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2.対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

: 本社・倉庫

〒781-8135　高知市一宮南町1丁目2番3号

: 建設業（塗装工事業、防水工事業）

【レポートの対象期間】

【環境経営レポートの発行日】

【作成責任者】

: 高橋　泰世環境管理責任者

【対象範囲（認証・登録範囲）】

株式会社西田塗装店

対 象 事 業 所

事 業 活 動

令和4年4月～令和5年3月

令和5年6月1日
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SDGsNO.
当社対象

有無

1

2

3

4 〇

5

6 〇

7

8

9 〇

10

11 ○

12 ○

13 ○

14

15

16 〇

17 〇

対象となる持続可能な開発目標（SDGs）範囲

項 目 備 考

貧困をなくそう オーガニック

飢餓をゼロに オーガニック、フェアトレード

すべての人に健康と福祉を 高齢者雇用

質の高い教育をみんなに 環境教育の実施

ジェンダー平等を実現しよう 障害者雇用

安全な水とトイレをを世界中に 水道使用、節水、雨水利用

エネルギーをみんなにそしてクリーンに 再生可能エネルギー使用

働きがいも経済成長も 高齢者雇用、障害者雇用

産業と技術革新の基礎をつくろう 低燃費、長寿命化、環境負荷低減

人や国の不平等をなくそう 高齢者雇用、障害者雇用

住み続けられるまちづくりを ＣＯ2 削減、エコドライブ

つくる責任つかう責任 コピー用紙削減、環境配慮工事

気候変動に具体的な対策を ＣＯ2 削減、省エネ、環境配慮工事

パートナーシップで目標を達成しよう 寄付、環境教育

海の豊かさを守ろう 下水道、排水処理の場合

陸の豊かさも守ろう 緑化、植林、社有林の保全

平和と公正をすべての人に 寄付、環境教育
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13. 環境活動レポート等環境情報について、広く外部に公表します。

株式会社　西田塗装店

代 表 取 締 役 西 田 政 文

CO2削減材の導入活用や、トラック・車輌の燃料使用量削減により、二酸化炭素排出量を削減しま
す。

環境経営方針

【環境経営理念】

株式会社西田塗装店は、高知県高知市で塗装関係の建設工事を行っています。
環境保持のための活動方針をかかげ、環境美化への貢献及び環境破壊行為を行わないことを約束
します。
環境経営方針に則り、従業員の創意工夫のもと、継続的改善を実施します。

【基本方針】

塗装・防水工事における設計・資材調達・施工・廃棄処理物の各段階おいて、環境負荷の少ない
工事を行います。また、排水、漏水等による環境汚染行為は行わない等、環境に配慮した設計・
施工を行い環境美化に貢献します。

改訂日　令和2年 　4月 1日

事務所・現場における電力使用量の抑制により、二酸化炭素排出量を削減します。

建設工事及び事務所における廃棄物発生量の削減、再利用及びリサイクルを行います。

事務所及び現場の節水活動に努め、水使用量を削減します。

使用する化学物質については、使用物質の把握及び管理を徹底し、使用量を削減します。

塗装現場における遮熱・断熱塗料によるエネルギー削減工法の提案を推進します。

事務用品及び調達資材のグリーン購入を推進します。

事業所周辺の清掃活動等社会貢献活動を行います。

経審のＡランクを維持し、入札物件の生産の安定化を目指します。

環境関連法規及び条例等を遵守します。

環境方針は広く従業員に周知徹底します。

制定日　平成29年　5月30日
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環境管理組織体制

代表取締役

西田　政文

環境管理責任者

高橋　泰世

工事部

森下　大雅

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

総務部

西村　あかね

従　業　員

役割・責任・権限

代表者

環境経営に関する統括責任

環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を準備

環境管理責任者を任命

環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を承認

代表者による全体評価と見直し実施

環境経営レポートの承認

自部門に関係する緊急事態訓練の実施

環境管理責
任者

環境経営システムの構築、実施、管理

環境関連法規等の取りまとめ表を承認

環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を確認

環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境経営レポートの確認

自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員
環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境事務局

環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１委員会の事務局

環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制原案の作成

環境活動の実績集計

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

部門長

自部門における環境経営方針の周知、従業員への環境教育訓練実施

自部門に関係する環境経営計画の実施、達成状況報告
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5.環境経営活動への取組の全体概要

当社は、「2017年版エコアクション21ガイドライン」をもとに、環境負荷の自己チェックを行い

環境目標の達成状況を評価し、改善に取り組んでいます。

＜全体概況＞

○官公庁の塗装工事現場が長距離(片道約116㎞)だったため、ガソリン使用量が増えた。

○塗装面積の広さとともに塗膜剥離作業のための剥離剤の使用量が増え、化学物質使用量・産業廃棄物も増えた。

○トイレや手洗い場等の水使用により、水使用量が増えた。

○売上は昨年度に比べて減ってはいるが、目標金額を続けて上回っており順調である。

○節電意識が向上しているとともに、長期出張での現場仕事があったため会社内での電気使用量が昨年に比べて減った。

○現場内での清掃活動は行っていたが、周辺の地域貢献としての清掃活動はしておらず、計画的に活動していきたい。

○マニフェストや各記録簿を整理し、決められた場所への保管・共有により、エコアクション21への活動がより円滑に行えるようになった。

＜株式会社西田塗装店の物質フロー＞（令和4年度）　

＜INPUT＞

＜OUTPUT＞

燃料 4182.51Ｌ

LPGガス　0.6㎏

電力 4270.0kWh

水 161m3 排水 161m3　　

化学物質 1305.80㎏

資源等　53.4㎏ 産業廃棄物(特別管理)　1.26t

○塗料保管量の再確認をし、倉庫整理を行った。塗料廃棄量は昨年に比べて増えたが、より効率的に在庫管理や現場管理ができるように
なった。

株式会社西田塗装店の事業活動

CO2 12580.34kg－CO2

産業廃棄物 26.04t
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6.環境経営目標（令和4年度）

（令和4年度目標の場合）

基準年 令和4年度

平成28年度 目標(-4%)

平成28年4月
～平成29年3月

令和4年4月
～令和5年3月

（ℓ） 3,563.35 3,349.55

（ℓ） 1,732.69 1,628.73

（ℓ） 0.00 10.00

(kg) 17.99 16.91

(kWh) 4,561.00 4,287.34

(kg-CO2) 15,815.40 14,866.48

(m3) 151.00 141.94

(kg) 140.560 132.126

(kg) 44.36 41.79

(t) 7.01 6.59

(%) 29.00 71.00

(%) 45.00 75.00

(%) 100.00 100.00

(回) 12 12

H28年度売上高　91百万円

*1.

*2.

*3.

○

○

○

○

○

○

平成28年度 令和元年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

実績
(基準年) 目標（-3%） 目標（-5%） 目標（-6%） 目標（-7%） 目標（-7.5%）

（ℓ） 3,563.35 3,456.45 3,385.18 3,349.55 3,313.92 3,296.10

（ℓ） 1,732.69 1,680.71 1,646.06 1,628.73 1,611.40 1,602.74

（ℓ） 0.00 10.00 10.00 10.00 10.00 0.00

(kg) 17.99 17.45 17.09 16.91 16.73 16.64

(kWh) 4,561.00 4,424.17 4,332.95 4,287.34 4,241.73 4,218.93

(kg-CO2) 15,815.40 15,340.94 15,024.63 14,866.48 14,708.32 14,629.25

(m3) 151.00 146.47 143.45 141.94 140.43 139.68

(kg) 140.560 136.343 133.532 132.126 130.72 130.02

(kg) 44.36 43.07 42.21 41.79 41.25 41.03

(t) 7.01 6.80 6.66 6.59 6.52 6.48

(%) 29.00 50.00 64.00 71.00 73.03 73.18

(%) 45.00 60.00 70.00 75.00 73.15 78.38

(%) 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

(回) 12 12 12 12 12 12

(1) 単 年 度 目 標

項目 単位

産 業 廃 棄 物 再 資 源 化 率

燃
　
料

ガ ソ リ ン 使 用 量

軽 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

Ｌ Ｐ Ｇ 使 用 量

電 力 使 用 量

CO2 排 出 量

水 使 用 量

化 学 物 質 使 用 量

一 般 廃 棄 物 排 出 量

産 業 廃 棄 物 排 出 量

遮熱、断熱塗料によるエネルギー削減工法の提案

グ リ ー ン 購 入

環 境 負 荷 の 少 な い 工 事

環 境 美 化 活 動

電力のCO2発生量については、電気事業者別のCO2排出係数（令和2年度実績）

(令和4年1月7日公表)の四国電力の調整後排出係数0.651(㎏-CO2/kWh)を使用した。

グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

環境負荷の少ない工事

環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

低騒音、排出ガス対策型重機の使用

型枠、工事看板への間伐材の使用

騒音、振動、粉塵、濁水防止対策の実施

産 業 廃 棄 物 排 出 量

現場周辺の環境パトロール

(2) 中 長 期 目 標

項目 単位

燃
　
料

ガ ソ リ ン 使 用 量

軽 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

Ｌ Ｐ Ｇ 使 用 量

電 力 使 用 量

CO2 排 出 量

水 使 用 量

化 学 物 質 使 用 量

一 般 廃 棄 物 排 出 量

産 業 廃 棄 物 再 資 源 化 率

グ リ ー ン 購 入

環 境 負 荷 の 少 な い 工 事

環 境 美 化 活 動

H28年度売上高　91百万円
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環境経営計画

期間：　令和4年4月　～　令和5年3月

項目 活動内容 担当者 期限

○アイドリングストップの徹底 車両使用者 令和5年3月

○エコドライブの心がけの徹底 車両使用者 令和5年3月

○車両の定期点検を行う 車両使用者 令和5年3月

○計画的な運行をする 車両使用者 令和5年3月

○不要な照明の消灯 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○エアコンの設定温度を守る（夏28℃、冬20℃） 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○事務機器の節電 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇クールビズ・ウォームビズを励行する。 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇ブラインドやカーテンで冷暖房効率を上げる 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○サーキュレーターを使用し室温を均一にする 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○節水の周知徹底、声掛け 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○使用時はこまめに止水を行う 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇漏水点検を行う。 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○まとめ洗い等の工夫をする 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○排出量の削減 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇ごみの分別を徹底する 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○使用済みコピー用紙のリサイクル 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇文書類の電子化（PDFなどをすすめる） 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇不要書類の不受理（カタログなど） 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○再生再利用に努める 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○マニフェスト票による管理の徹底 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○廃棄物の分別 森下　大雅 令和5年3月

○エコマーク・グリーン製品の優先的使用 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○詰替え商品の購入 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇再生コピー用紙の購入 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

〇リサイクルカートリッジの使用 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○塗料に含まれる化学物質使用量の把握、管理、削減 高橋　泰世 令和5年3月

○SDSの徴収 高橋　泰世 令和5年3月

○現場周辺の環境パトロール 現場担当者 令和5年3月

○環境負荷の少ない材料（リサイクル製品等）の使用 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○騒音・振動・粉塵・濁水防止対策の実施 現場担当者 令和5年3月

○遮熱・断熱塗料によるエネルギー削減工法の提案 現場担当者 令和5年3月

○事業所周辺の清掃 高橋泰世 西村あかね 令和5年3月

○現場周辺の清掃活動 現場担当者 令和5年3月

グリーン購入

化学物質排出量削減

環境負荷の少ない工事

環境美化活動

CO2排出量削減

燃料使用量削
減

電力使用量削
減

水使用量削減

廃棄物削減

一般廃棄物

産業廃棄物
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8.環境経営目標の実績

（１）本年度実績

基準年 令和4年度 令和4年度

平成28年度 目標（-6％） 実績

平成28年4月～平成29年3月 令和4年4月～令和5年3月 令和4年4月～令和5年3月

ガソリン使用量 （ℓ） 3,563.35 3,349.55 3,815.80 88% ×

軽油使用量 （ℓ） 1,732.69 1,628.73 366.71 444% 〇

灯油使用量 （ℓ） 0.00 10.00 - - -

ＬＰＧ使用量 （kg） 17.99 16.91 0.60 2818% 〇

（kWh） 4,561.00 4,287.34 4,270.00 100% 〇

(kg-CO2) 15,815.40 14,866.48 12,580.34 118% 〇

（m3） 151.00 141.94 161.00 88% ×

（kg） 140.560 132.126 1,305.80 10% ×

（kg） 44.36 41.79 0.00 4179% ○

（ｔ） 7.01 6.59 27.30 24% ×

（％） 29.00 71.00 6.70 9% ×

（％） 45.00 75.00 22.40 30% ×

（％） 100.00 100.00 100.00 100% 〇

（回） 12 12 6 50% ×

H28年度売上高　91百万円

＊1．電力のCO2発生量については、電気事業者別のCO2排出係数（令和2年度実績）

　　(令和4年1月7日公表)の四国電力の調整後排出係数0.651(㎏-CO2/kWh)を使用した。

＊2．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊3．環境負荷の少ない工事

○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

○低騒音、排出ガス対策型重機の使用

○型枠、工事看板への間伐材の使用

○騒音、振動、粉塵、濁水防止対策の実施

○遮熱、断熱塗料によるエネルギー削減工法の提案

○現場周辺の環境パトロール

＊４．評価は、「○」、「△」、「×」で評価する。（90～100は△にて評価）

達成率＝目標÷実績×100(％) (燃料使用量～産業廃棄物排出量）

目標比率＝実績÷目標×100(％) (産業廃棄物再資源化率～環境美化活動）

＜環境経営目標未達成等理由＞

　官公庁の塗装工事現場が長距離(片道約116㎞)だったため、ガソリン使用量が増えた。

　塗装面積の広さとともに塗膜剥離作業のための剥離剤の使用量が増え、化学物質使用量・産業廃棄物も

　 増えた。

　トイレや手洗い場等の水使用により、水使用量が増えた。

　

　

産業廃棄物排出量

産業廃棄物再資源化率

電力使用量

CO2排出量

水使用量

化学物質使用量

一般廃棄物排出量

項目 単位
達成率（％）

目標比率（％）
評価

燃
　
料

グリーン購入量

環境負荷の少ない工事

環境美化活動

ビフォー アフター

ビフォー アフター
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1.　CO2排出量の実績推移

目標値
(平成28年～

令和4年度平均）

売上高 百万円 91 76 47 52 71 154 129 89

CO2排出量 ｔ-CO2 15.8 9.5 11.7 11.1 10.9 14.9 12.6 12.4

売上高１００万円あ

たりのCO2排出原単
ｔ-CO2/百万円 0.17 0.13 0.25 0.21 0.15 0.10 0.10 0.16

2.　エネルギーコスト概算 (令和4年度）

項目 単位 使用量 単価(仮） 金額(円）

軽油 L 366.71 154 56,473

ガソリン L 3,815.80 176 671,581

電力使用量 kWh 4,270 30 127,246

ガス使用量 kg 0.60 9,890 5,934

861,234

・年間エネルギーコストは、概算：約86万円

・該当基準とし、CO2排出量3％削減した場合、約2.6万円の節約となります。

・売上高に占めるエネルギー使用の割合は、0.7％

・１トン当たりのエネルギーコスト58,000円

合　計　金　額

令和3年度令和元年度 令和2年度 令和4年度年度 単位 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

91

76

47
52

71

154

129

89

15.8
9.5 11.7 11.1 10.9

14.9 12.6 12.4

0.17

0.13

0.25

0.21

0.15

0.10 0.10

0.16
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180

0.17 0.13 0.25 0.21 0.15 0.10 0.10 0.16

15.8 9.5 11.7 11.1 10.9 14.9 12.6 12.4

91 76 47 52 71 154 129 89

(平成28年～

令和4年度平均）

t-CO2

(百万円） （ｔ-CO2/百万円）

co₂排出量の実績推移

売上高 co₂排出量 売上高100万円あたりのco₂排出原単位
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ガソリン 軽油 灯油

（ℓ／年） （ℓ／年） （ℓ／年）

平成28年度 3,563.00 1,732.69 0.00

平成29年度 1,545.29 754.81 0.00

平成30年度 2,192.76 1,366.16 0.00

令和元年度 2,353.95 1,197.21 5.00

令和2年度 2,718.61 717.48 0.00

令和3年度 4,373.45 511.58 0.00

令和4年度 3,815.80 366.71 0.00

電力使用量（総量：kWh／年）

電力使用量

(ｋＷｈ／年)

平成28年度 4,561.00

平成30年度 4,598.00

令和元年度 4,811.00

令和2年度 5,292.00

令和3年度 5,305.00

令和4年度 4,270.00

水使用量(総量：ｍ3）

水使用量

（ｍ3）

平成28年度 151.00

平成30年度 148.00

令和元年度 122.00

令和2年度 162.00

令和3年度 185.00

令和4年度 161.00

年度

　燃料使用量
（総量：ガソリン、軽油、灯油）

単位：ℓ／年

年度

年度

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

4,500.00

5,000.00

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

燃料使用量（総量：ガソリン、軽油、灯油）

ガソリン （ℓ／年） 軽油 （ℓ／年） 灯油 （ℓ／年）

0.00

1,000.00

2,000.00

3,000.00

4,000.00

5,000.00

6,000.00

平成28年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

電力使用量 （総量）

電力使用量 (ｋＷｈ／年)

0.00
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40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

平成28年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

水使用量 （総量）

水使用量 （ｍ3）

11 ページ



一般廃棄物排出量（総量）
単位：一般廃棄物　kg/年

一般廃棄物

ｋｇ／年

平成28年度 44.36

平成30年度 640.00

令和元年度 156.30

令和2年度 26.80

令和3年度 50.00

令和4年度 0.00

産業廃棄物排出量（総量）
単位：産業廃棄物　ｔ/年

産業廃棄物

ｔ／年

平成28年度 7.01

平成30年度 12.76

令和元年度 3.82

令和2年度 3.54

令和3年度 45.31

令和4年度 27.3

産業廃棄物再資源化率（％）

年度 産業廃棄物

再資源化率

（％）

平成28年度 29.00

平成30年度 84.30

令和元年度 100.00

令和2年度 86.00

令和3年度 96.90

令和4年度 46.15

年度

年度
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一般廃棄物 ｋｇ／年
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産業廃棄物 ｔ／年
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グリーン購入（％）

年度 グリーン購入

（％）

平成28年度 45.00

平成30年度 55.00

令和元年度 42.00

令和2年度 52.80

令和3年度 53.00

令和4年度 22.40

環境負荷の少ない工事（％）

年度 環境負荷の

少ない工事

（％）

平成28年度 100.00

平成30年度 100.00

令和元年度 100.00

令和2年度 100.00

令和3年度 100.00

令和4年度 100.00

環境美化活動（回）

年度 環境美化活動

（回）

平成28年度 12

平成30年度 12

令和元年度 5

令和2年度 12

令和3年度 6

令和4年度 6
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9.環境経営計画の取組結果とその評価

期間：令和3年　4　月　～　令和4年　3　月

評価

○アイドリングストップの徹底 〇

○エコドライブの心がけの徹底 〇

○車両の定期点検を行う 〇

○計画的な運行をする 〇

○不要な照明の消灯 〇

○エアコンの設定温度を守る（夏28℃、冬20℃） △

○事務機器の節電 〇

〇クールビズ・ウォームビズを励行する。 〇

〇ブラインドやカーテンで冷暖房効率を上げる 〇

○サーキュレーターを使用し室温を均一にする 〇

○節水の周知徹底、声掛け 〇

○使用時はこまめに止水を行う 〇

〇漏水点検を行う。 〇

○まとめ洗い等の工夫をする 〇

○排出量の削減 〇

〇ごみの分別を徹底する 〇

○使用済みコピー用紙のリサイクル 〇

〇文書類の電子化（PDFなどをすすめる） 〇

〇不要書類の不受理（カタログなど） △

○再生再利用に努める 〇

○マニフェスト票による管理の徹底 〇

○廃棄物の分別 〇

○エコマーク・グリーン製品の優先的使用 〇

○詰替え商品の購入 〇

〇再生コピー用紙の購入 〇

〇リサイクルカートリッジの使用 〇

〇

○SDSの徴収 〇

○現場周辺の環境パトロール 〇

○環境負荷の少ない材料（リサイクル製品等）の使用 〇

○騒音・振動・粉塵・濁水防止対策の実施 〇

○遮熱・断熱塗料によるエネルギー削減工法の提案 〇

○事業所周辺の清掃 △

○現場周辺の清掃活動 △

○ 良くできた △ 不十分　× できなかった

水使用量削減

・社用車をアイドリングストップ機能搭載車に変更し、
アイドリングストップの意識向上となった。
・現場へ向かう際、複数台で向かうのではなく相乗りを
意識するようになった。

·新しくサーキュレーターを追加したことにより、より
室温を均一に保たせることができるようになった。
・ブラインドの使用で、気温の上がる日は遮熱効果を意
識した。

取組結果・見直し

·化学物質量についてSDSにて使用量や管理方法を再確認し、化
学物質のリスクアセスメントを行うとともに塗料保管倉庫の整
理を行った。

・洗濯機の使用によりまとめ洗いの効率が上がり、洗濯
の回数は減らすことができた。

・昼食を持参(持ち帰り)や外食の意識徹底により、一般
廃棄物が減少した。
・文書のPDF化により、シュレッダー等での廃棄書類も
大幅に減らすことができた。
・カタログ等の不受理を意識している。
・マニフェストの管理徹底をし、廃棄時の分別管理も徹
底して行っている。

環境負荷の少ない工事

環境美化活動

活動内容

○塗料に含まれる化学物質使用量の把握、管理、削減

・商品購入する際にグリーン購入対象かどうかなどを確
認を継続して行っている。

·遮熱・断熱塗料の使用を増やし、各家庭でのエネル
ギー削減を継続して行っている。

・事業所周辺は清掃よりも緑化等の活動が多かった。次
年度は緑化と共に清掃活動も増やしたい。

廃棄物削減

一般廃棄物

産業廃棄物

グリーン購入

化学物質排出量削減

項目

CO2排出量削減

燃料使用量削減

電力使用量削減
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具体的な取組状況

１．CO2排出量削減 ２．切手寄付

                     

             

３．廃棄物の削減

           （１）一般廃棄物 （２）産業廃棄物

           

             

　　　　　　 

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　

４．環境配慮工事

●環境にやさしい塗料且つ塗膜耐久年数の高い(10年以上)塗料を使用し
ています。また、公共工事を行い保護することで自然的外力から街を守
ります。

●エアコンの設定温度を守り、ブラインドの使用に
より冷暖房効率をあげています。

●救援保護や自然保護活動を行って
いる団体へ使用済切手を寄付してい
ます。

●昼食を持参・持ち帰りする等
して廃棄物量の削減に努めてい
ます。

●マニフェスト票による管理の徹底、分別の徹底をし廃
棄物削減に努めています。
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10.次年度の環境経営計画の取組内容 （令和5年度）

期間：令和5年4月　～　令和6年3月

項目 活動内容 担当者 期限

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○アイドリングストップの徹底 車両使用者 令和6年3月

削減 削減 ○エコドライブの心がけの徹底 車両使用者 令和6年3月

○車両の定期点検を行う 車両使用者 令和6年3月

○計画的な運行をする 車両使用者 令和6年3月

電力使用量 ○不要な照明の消灯 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

削減 ○エアコンの設定温度を守る（夏28℃、冬20℃） 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○事務機器の節電 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇クールビズ・ウォームビズを励行する。 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇ブラインドやカーテンで冷暖房効率を上げる 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○サーキュレーターを使用し室温を均一にする 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

水使用量削減 ○節水の周知徹底、声掛け 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○使用時はこまめに止水を行う 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇漏水点検を行う。 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○まとめ洗い等の工夫をする 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

廃棄物削減 一般廃棄物 ○排出量の削減 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇ごみの分別を徹底する 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○使用済みコピー用紙のリサイクル 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇文書類の電子化（PDFなどをすすめる） 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇不要書類の不受理（カタログなど） 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

産業廃棄物 ○再生再利用に努める 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○マニフェスト票による管理の徹底 現場担当者 令和6年3月

○廃棄物の分別 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

グリーン購入 ○エコマーク・グリーン製品の優先的使用 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○詰替え商品の購入 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇再生コピー用紙の購入 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

〇リサイクルカートリッジの使用 高橋　泰世 令和6年3月

化学物質排出量削減 ○塗料に含まれる化学物質使用量の把握、管理、削減 高橋　泰世 令和6年3月

○SDSの徴収 現場担当者 令和6年3月

環境負荷の少ない工事 ○現場周辺の環境パトロール 高橋泰世 西村あかね 令和6年3月

○環境負荷の少ない材料（リサイクル製品等）の使用 現場担当者 令和6年3月

○騒音・振動・粉塵・濁水防止対策の実施 現場担当者 令和6年3月

○遮熱・断熱塗料によるエネルギー削減工法の提案 現場担当者 令和6年3月

環境美化活動 ○事業所周辺の清掃 玉田泰世 西村あかね 令和6年3月

○地域の清掃活動への参加 玉田泰世 西村あかね 令和6年3月

16 ページ



環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

点検頻度

測定時期

○事業者の責務

第12条の三 廃棄物排出時 現場担当者 ○ 令和5年4月1日

第12条の三 年１回

7項 毎年６月末

○保管場所の表示

見易い箇所に掲示板を設置

（縦60ｃｍ以上×横60ｃｍ以上）

○指定数量以上の危険物貯蔵の消防長への許可

第１石油類 ｶﾞｿﾘﾝ：200ℓ

第２石油類 灯油、軽油：1,000ℓ

第３石油類 重油：2,000ℓ

第４石油類 潤滑油：6,000ℓ

ｷﾞﾔ油、ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ、ﾏｼﾝ油

第31条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出

第8条 ○保守点検 4回/年

第9条 ○清掃

第10条 ○浄化槽管理者の義務

第11条 ○水質検査

高知県清流保全条例 第2条 必要時 環境事務局 ○ 令和5年4月1日

(2)環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

令和4年4月より令和5年3月まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの苦情等はありませんでした。

令和5年4月1日
公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

○事業者の清流保全の努力

高知市環境基本条例 第5条
○事業者の責務

必要時 環境事務局 ○ 令和5年4月1日

高知県環境基本条例 第6条
○事業者の責務

必要時 環境事務局 ○

特定化学物質の環境への
排出量の把握等及び管理
の改善の促進に関する法

律（PRTR法）

第5条

○化学物質の排出量、使用量の把握・届出

必要時 現場担当者 ○ 令和5年4月1日
SDSの徴収

フロン排出抑制法 第5条
○第1種特定製品（エアコン7.5ｋＷ以下）の管理者
は3ヶ月に1回以上簡易点検を実施し、記録する。

必要時 総務部 〇

水質汚濁防止法 第14条の4

○事業者の責務

必要時 現場担当者 ○ 令和5年4月1日公共用水域又は地下水の水質汚濁防止のための必要
な措置の実施

令和5年4月1日

浄化槽法 総務部 ○ 令和5年4月1日
1回/年

道路交通法 第10条
○道路の使用許可書を所轄警察署長に許可書を申請
し、規制遵守。

必要時 現場担当者 ○ 令和5年4月1日

令和5年4月1日
（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

消防法
第10条

届出対象外 現場担当者 該当無し 令和5年4月1日

振動規制法 第14条
○特定建設作業の実施の届出

必要時 現場担当者 該当無し

令和5年4月1日
〇建設資材廃棄物の再資源化により得られた建設資
材を使用する努力

騒音規制法 第14条
○特定建設作業の実施の届出

必要時 現場担当者 該当無し 令和5年4月1日
（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

建設工事に係る資材の再
資源化等に関する法律
（建設リサイクル法）

第5条

〇建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び建設
資材廃棄物の再資源化等費用の低減努力

必要時 現場担当者 ○

○マニフェスト交付状況報告書の作成及び高知県知
事、高知市長への提出

総務部 ○ 令和5年4月1日

規則第8条 必要時 現場担当者 ○ 令和5年4月1日

令和5年4月1日

第12条
○産業廃棄物の事業者の処理

必要時 現場担当者 ○ 令和5年4月1日
○産業廃棄物の委託契約

○産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付

法規名 適用条項 具体的内容 担当者 遵守状況 確認日

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

第3条 必要時 現場担当者 ○ 令和5年4月1日事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任におい
て適正に処理

第7条の13項
○一般廃棄物収集運搬基準に従った収集運搬表示、
書面備付義務

必要時

第12条の10、11項
多量排出事業者（年間1,000ｔ以上）の計画の都道
府県知事への提出・報告

必要時 現場担当者 該当無し 令和5年4月1日

現場担当者 ○
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代表者による全体の評価と見直し・指示

☑定期見直し 作成年月日　　

□臨時見直し 代表者 西田　政文

見直しに必要な情報 代表者による見直し

環境管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性： □有 ☑無

　遵守している。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

　是正処置、予防処置となるものは無し。

③前回までの代表者の指示事項への対応

　前回に引き続き環境目標を意識しながら環境負荷の削減に取り組んでいる。

④化石燃料の使用結果

1．電力使用量について、節電の意識が高まったことと長期出張により電気使用量

　 が減り、電力使用量が減った。 【環境経営目標・環境経営計画】

2．ガソリン使用量が遠方での工事により増えたが、長期出張によりトラックの使用 変更の必要性： □有 ☑無

　 が減り軽油の使用も減った。

＜改善提案＞

【環境経営目標・環境経営計画の達成状況】

目標項目 目標値 経営計画 コメント 【環境管理組織体制】

達成状況 達成状況 （目標値、活動計画に対するコメント） 変更の必要性： □有 ☑無

燃料使用量（軽油） 〇 〇 継続して実施

燃料使用量（ｶﾞｿﾘﾝ） × 〇 継続して実施

液化石油ｶﾞｽ使用量 〇 〇 継続して実施

電力使用量 〇 △ 継続して実施

CO２排出量 〇 △ 継続して実施

水使用量 × 〇 継続して実施

化学物質使用量 × 〇 継続して実施

一般廃棄物排出量 〇 △ 継続して実施

産業廃棄物排出量 × 〇 継続して実施 【環境経営システム】

産業廃棄物再資源化率 × 〇 継続して実施 変更の必要性： □有 ☑無

グリーン購入 × 〇 商品のグリーン購入を優先する

環境負荷の少ない工事件数 ○ ○ 継続して実施

社会貢献活動 × △ 工事現場ごとの清掃活動の徹底

＜改善提案＞

　環境経営計画の活動の周知徹底、引き続き意識する。

【周囲の変化の状況】 【総括】

①外部コミユニケーション記録より

　外部からの苦情や要望は無し

②環境関連法規制等の動向他

　改定無し

＜改善提案＞

　特になし

代表者が自ら得た情報

　遠方での官公庁の工事による長距離移動によりガソリン使用量が増えた。また、塗装面積も
広く塗膜剥離量も多かった為、使用塗料に比例して産廃の量も増え化学物質も増えた。
　社員の節電の意識が高まったと同時に、長期出張での現場仕事であった為事務所での電気使
用量が昨年に比べて減った。
　雨天時に水洗いをしたり自ら水筒を持参する等節水の意識は高まっている。

令和5年5月9日

・環境経営方針は社員に浸透してきており、現時点での変更の必要性はな
し。

・遠方への工事により燃料使用量(ガソリン)が増えたが、長期出張によりトラックの
使用が少なかったため軽油の使用量が減り、電力量も減ったことによりCO2排出
量も減った。
・官公庁での施工面積が広く使用塗料が増えたことにより、化学物質使用量と産廃
排出量が増えたが、SDSを徴収してでのリスクアセスメントの取り組みの意識が高
まった。
・現場ごとの清掃意識はあるが、官公庁の工事以外での地域貢献として現場周辺
清掃は行っていなかったため、意識を高めていきたい。

・役割・責任・権限等有効に機能しており変更なし。

・エコアクション21の取り組みが浸透し、全社員の環境目標への意識が高
くなってきている。このまま継続していきたい。
・官公庁の工事も増え売り上げも順調に上がってきている。

・今後も目標達成に向けて、積極的に取り組んでいく。
・官公庁の工事も一般住宅の工事も安定して件数をこなすことができてお
り、売り上げも前年と比べても順調に施工できている。
・施工件数や施工面積が増えると同時に塗料使用量も増えたが、塗料保管
料の意識も高まり倉庫内の整理整頓をより一層行うようになった。また、
化学物質量も増えたがSDSを徴収してでのリスクアセスメントの管理(安全
管理)を工事ごとに行うようにしているため、安全意識も高まっている。
・官公庁や一般住宅等の施工の際は地域住民にご挨拶等の地域対策をして
いるが、一般住宅周辺での地域貢献としての清掃活動は行っていなかった
ため意識を高めていきたい。
・全体的にエコアクションへの取組の意識は高くなっており、各エネル
ギー使用についての社内での報告連絡等が増えているので続けていきた
い。
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